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県
身
連
の
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報

告
と
収
支
決
算
が
、
五
月
の
理
事
会
・

評
議
員
会
で
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
各
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
各
地
域
団
体
と
の
緊

密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
県
・
市

町
村
な
ど
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
着
実
な
執
行
に
努
め
た
。

　

団
体
の
自
主
事
業
と
し
て
は
、
日
本

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
（
岐
阜
県
）

や
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表
者
会

議
（
埼
玉
県
・
千
葉
県
）
へ
の
参
加
、

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
と
連
携

し
、
情
報
の
収
集
や
要
望
活
動
を
行

い
、
情
報
の
提
供
に
努
め
た
。
な
お
、

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
発
生
し
た
痛
ま

し
い
事
件
を
忘
れ
ず
に
、
こ
の
事
件
後

に
制
定
さ
れ
た
と
も
に
生
き
る
社
会
か

な
が
わ
憲
章
の
精
神
を
も
っ
て
、
障
害

者
差
別
解
消
法
の
講
演
会
や
講
習
会
を

開
催
し
、
障
害
に
対
す
る
理
解
と
認
識

を
高
め
る
た
め
の
啓
発
を
行
っ
た
。

　

県
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
等
を
開
催
し
、
安
心
し

て
生
活
で
き
る
福
祉
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
身
体
障
害
者
相
互
の
連
携
を
深

め
着
実
な
推
進
を
図
っ
た
。

　
役
員
改
選

　

役
員
（
理
事
）
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
新
役

員
（
理
事
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
本
年
五
月
三
十
一
日
か
ら
平
成

三
十
五
年
五
月
開
催
予
定
の
評
議
員
会

終
結
ま
で
の
二
年
間
で
す
。

会
　
　
長　

戸
井
田
愛
子

副  

会  

長　

小
出
庄
作
、
鈴
木
孝
幸
、

　
　
　
　
　

渡
邊
千
城

常
務
理
事　

渋
谷
寿
人

理
　
　
事　

鈴
木
英
雄
、
西
川
和
朗
、

　
　
　
　
　

相
原
貞
雄
、
遠
藤
伸
一
、

　
　
　
　
　

中
山
孝
彦
、
小
玉
か
お
る

　
　
　
　
　

河
原
雅
浩
、
村
山　

勲

監
　
　
事　

開
沼
ク
ミ
子
、
今
福
秀
雄

　
　
平
成
二
十
九
年
度 

事
業
報
告
・
収
支
予
算

№ 事　業　科　目 決 算 額 予算との増減
1 管　理　費 367,259 ▲116,741
2 人　件　費 570,750 ▲685,250
3 会　議　費 94,971 ▲105,029
4 負　担　金 165,000 0
5 雑　　　費 46,196 ▲3,804
6 管 理 諸 費 388,800 ▲311,200
7 地域団体組織強化費 27,580 ▲32,420
8 広報活動費 1,154,354 14.354
9 身体障害者福祉推進活動費 55,100 10,100
10 部会活動費 1,170,000 0
11 日身連大会参加費 305,704 15,704
12 相談事業費 16,848 ▲23,152
13 体育振興費 522,674 272,674
14 福祉大会費 1,257,866 107,866
15 社会参加推進センター事業運営費 12,195,000 0
16 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 40,402,000 0
17 音声機能障害者発声訓練事業費 1,495,000 0
18 県障害者スポーツ大会開催費 2,573,000 0
19 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 6,428,900 0
20 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費 3,700,000 0
21 県精神障害者スポーツ大会開催事業 4,290,000 0
22 県障害者スポーツサポーター養成事業 1,995,000 0

合　　　計 79,222,002 ▲856,898

平成29年度神奈川県身体障害者連合会事業決算

□ 平成 29 年度事業報告・収支決算
□ 神奈川県障がい福祉計画
□ 藤沢市障がい者防災講演会（藤沢市）
□ 開成町身障協会の活動（開成町）
□ 県身連肢体部・社会見学のご案内

□ さんぽみち（厚木市）
□ みんなの広場（小田原市）
□ 私に明日をくれた卓球
□ 県身連事業予定（７月～ 10 月）
□ 編集室から
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【下記ＵＲＬから障がい福祉計画が閲覧できます】
　http://www.pref.kanagawa.jp/docs/yv4/keikaku/syougaihukusikeikaku.html

【　目　的　】

【県が実施する地域生活支援事業に関する考え方】
ア「かながわ障害者計画」の理念の具体化

イ 施策推進の方向

　  （ア）

　  （イ）

　  （ウ）

ウ　市町村の地域生活支援事業との役割分担

 　県は、地域生活支援事業の柔軟性を生かしながら、「ひとりひとりを大切にする」ことを基本理念として、
障がい者の自立及び社会参加を推進するため、障がい者の活動を制限し、社会への参加を制約している社会
的障壁を除去するために、県が取り組むべき施策の基本的な方向を定め、障がい者等の地域生活を支援する
事業を展開していきます。

「生きにくさ・暮らしにくさ」に着目したサービスの提供
　事業の性質上利用者が限定されるものを除き、基本的には、障がい者等が「どの障がい種別に該当する
か」ではなく、その人が日常生活で直面している「生きにくさ・暮らしにくさ」という点から「必要な人
に必要なサービス」を提供していきます。
発達障がいや高次脳機能障がいへの対応
　発達障がい者や高次脳機能障がいについては、「生きにくさ・暮らしにくさ」に対応した福祉サービス
を利用できるよう、広域的、専門的な立場から支援します。
市町村と県の重層的な支援体制の構築
　本県独自の取組みとして、障がい保健福祉県域レベルでの支援を強化することにより、市町村、障がい
保健福祉県域、県全体という、市町村と県の連携による重層的な支援体制を構築していきます。

　市町村の地域生活支援事業の実施に関する事項は、各市町村の障がい福祉計画に定められますが、障がい
者等の地域生活についての一般的な支援は市町村が行い、県は専門的、広域的な支援や人材育成などを主な
役割とします。なお、地域生活支援事業については、原則として大都市特例の適用がありませんが、従来、
政令市が実施してきた事業のうち、事業の継続性などから、引き続き政令市が実施した方が適切と思われる
事業については、事業の実施を委託することにより円滑な実施を図ります。

　この計画は、平成２６年３月に障害者基本法（昭和４５年法律第８４号）第１１条第２項の規定に基づき策定し
た「かながわ障害者計画」の理念や考え方を、障害者総合支援法に基づくサービス実施計画として具体化すること
により、誰もが安心して豊かに暮らすことができる地域社会の実現に寄与することを目的とします。

神奈川県障がい福祉計画（第５期　平成 30年度～ 32年度）が策定されました。
※内容を抜粋して掲載します※
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藤
沢
市
　
種た
ね
だ田

　
多た

か

こ

化
子

　

藤
沢
市
の
障
が
い
当
事
者
団
体
と
家

族
の
会
は
共
に
藤
沢
市
福
祉
団
体
連
絡

会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
平
成
三
十

年
二
月
二
十
七
日
に
﹁
藤
沢
市
障
が
い

者
防
災
講
演
会
﹂
を
開
催
し
、
一
一
八

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
﹁
Ｈ
Ｕ

Ｇ
﹂
を
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
避

難
所
運
営
を
皆
で
考
え
る
た
め

の
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
静
岡
県
が
開
発
し
た
も
の
で

す
。
避
難
者
そ
れ
ぞ
れ
が
か
か

え
る
事
情
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド

を
避
難
所
に
見
立
て
た
平
面
図

に
ど
れ
だ
け
適
切
に
配
置
で
き

る
か
避
難
所
で
起
こ
る
様
々
な

出
来
事
に
ど
う
対
処
し
て
行
く
か
を
考

え
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
当
日
は
一
グ
ル
ー
プ

十
人
ほ
ど
の
地
域
別
の
十
グ
ル
ー
プ
で

短
時
間
の
う
ち
に
多
く
の
情
報
を
処
理

す
る
と
い
う
過

酷
な
状
況
下
に

お
い
て
災
害
時

を
模
擬
体
験
し

ま
し
た
。
ど
の

グ
ル
ー
プ
に
も
障
が
い
者
や
障
が
い
の

あ
る
子
を
持
つ
親
が
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
進
行
で
Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
説
明
の
な
か
、

自
己
紹
介
を
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い

視
覚
障
が
い
者
や
聴
覚
障
が
い
者
の
方

が
ゲ
ー
ム
の
進
行
か
ら
取
り
残
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
座
っ
て
い
る
状
態
で

は
目
で
見
て
解
ら
な
い
肢
体
障
が
い
者

も
い
ま
す
。
実
際
の
災
害
時
に
は
私
た

ち
障
が
い
者
は
声
を
出
さ
な
い
と
解
っ

て
も
ら
え
な
い
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

知
的
障
が
い
者
や
精
神
障
が
い
者
の
方

は
自
ら
の
意
思
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
。
参
加
さ
れ
た
親
の
方

は
、
顔
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ど
ん
な
支

援
が
必
要
な
の
か
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
だ
と
痛
感
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

健
常
者
の
方
か
ら
は
障
が
い
者
に
出

て
き
て
も
ら
い
た
い
、
障
が
い
者
に
ど

う
対
応
し
た
ら
い
い
か
解
ら
な
い
、
障

が
い
者
だ
と
解
る
表
示
を
し
て
ほ
し
い

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
障
が
い
者

の
方
か
ら
は
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
う
、

個
人
で
通
訳
者
・
誘
導
者
を
頼
ま
な
く

て
は
い
け
な
い
、
障
が
い
者
に
対
す
る

理
解
が
な
く
後
回
し
に
さ
れ
た
等
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
障
が
い
者
へ
の
理

解
が
少
し
深
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
体
験
型
の
講
演
会
を
開
催
し

て
、
意
見
交
換
を
し
て
障
が
い
者
へ
の
理

解
・
啓
発
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

開
成
町
　
遠え
ん
ど
う藤

　
伸
し
ん
い
ち一

　

開
成
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
、

現
在
二
十
七
名
の
会
員
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、

神
奈
川
県
福
祉
バ
ス
︽
と
も
し
び
号
︾

で
の
バ
ス
旅
行
で
す
。
毎
年
六
月
利
用

を
め
ざ
し
て
抽
選
に
挑
戦
し
て
三
年
続

け
て
当
選
し
て
バ
ス
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
一
年
目
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
＆

羽
田
空
港
、
二
年
目
は
館
山
＆
東
京
ド

イ
ツ
村
、
今
年
は
河
口
湖
方
面
へ
出
か

け
ま
し
た
。
と
も
し
び
号
は
リ
フ
ト
付

き
の
た
め
、
私
自
身
も
安
心
し
て
電
動

車
椅
子
の
ま
ま
乗
車
で
き
ま
す
。
最
近

は
他
の
会
員
の
中
で
も
車
椅
子
を
必
要

と
す
る
方
が
出
て
き
て
お
り
、
と
も
し

び
号
を
利
用
す
れ
ば
バ
ス
旅
行
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
協
会
の
活
動
は
、
地
元
の
開
成
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
事
務
局
と
な
り
支

援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
春
の
研
修
事

業
や
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

は
町
社
協
の
中
型

マ
イ
ク
ロ
バ
ス（
リ

フ
ト
付
き
）
を
社

協
の
職
員
が
運
転

し
て
く
れ
て
出
掛

け
て
い
ま
す
。
年
度
始
め
の
年
度
総
会

や
会
議
の
資
料
作
成
な
ど
全
面
的
な
支

援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
夏
休
み

に
社
協
主
催
で
開
催
さ
れ
る
﹁
親
子
ふ

く
し
一
日
教
室
﹂
の
中
の
一
つ
の
コ
ー

ナ
ー
﹁
当
事
者
と
お
話
し
ま
し
ょ
う
﹂

を
当
協
会
自
ら
開
設
し
て
障
害
の
あ
る

方
の
生
活
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
開
成
町

主
催
事
業
﹁
～
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式

種
目
に
ト
ラ
イ
～
か
な
が
わ
パ
ラ
ス
ポ

ー
ツ
体
験
会
﹂
に
は
会
員
六
名
が
参
加

し
て
﹁
ボ
 ッ
チ
ャ
﹂
と
い
う
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
種
目
の
競
技
を
体
験

し
ま
し
た
。
初
心
者
で
も
車
椅
子
で
も

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た
。

　

開
成
町
は
南
部
地
区
の
開
発
が
進
ん

で
お
り
、
人
口
が
増
加
と
と
も
に
商
業

施
設
も
増
え
て
い
ま
す
。
多
目
的
ト
イ

レ
を
備
え
た
薬
局
や
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
り
、

地
形
も
平
坦
で
、
無
料
の
町
内
巡
回
バ

ス
も
き
め
細
か
く
運
行
さ
れ
て
お
り
、
障

害
者
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
街
で
す
。

 
藤
沢
市
障
が
い
者
防
災
講
演
会

 

開
成
町
身
障
協
会
の
活
動

市町村のページ短
時
間
の
う
ち
に
多
く
の
情
報
を
処
理HUG 体験

リフトバス
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「秋の福島と奥羽三楽郷の一つ   
                    東山温泉の旅」

♦期　日　平成 30年 10月１日（月）～ 10月２日（火）

♦コース

♦旅行代金　￥26，000‒
　注）募集人員　39名（参加申込者が 34名以下の場合は中止）
　　　 費用に含まれるもの…バス代 ･有料道路代 ･宿泊代 ･添乗員費用 ･コース中の件学費 ･旅行傷害保

険 ･宴会時のカラオケ ･お酒又はジュース類おひとり様一本

♦宿泊施設名　東山温泉　東山グランドホテル　℡0242-27-3500
　　　　　　　　 福島県会津若松市東山町大字湯本上湯本 5　　　

　　○客室について　・和洋室（定員５名）　・和室３部屋
　　　　　　　　　　・部屋のトイレ ･洗面所はユニット式の為段差が 15cmほどございます。
　　○貸切の家族風呂はありません。　○食事会場はテーブル席です。
　　○ホテル館内のトイレにはスロープが付いております。
　　○大浴場について　・入口に５cm程度の段差があり、脱衣所から洗い場までは10cm程度の段差があります。

♦申込方法
　 ８月 20 日（月）よりＦＡＸ・郵送にて受付ます。各団体毎に参加者を取りまとめ申込書に記入の上、
８月末日迄に県身連事務局までお申し込みください。

　　 ※ 申込書は各市町村身障団体長宛にお送りしておりますので、参加を希望される方は所属されている身障団体へ
お問合せ下さい。

　　○申込受付開始日………８月 20日（月）

　　○参加申込〆切…………８月末日　※但し 20日以降、定員になり次第〆切ります。

　　○参加費入金〆切………９月 14日（金）※入金〆切後は、規定のキャンセル料が発生します。

「秋の福島と奥羽三楽郷の一つ
                    東山温泉の旅」

１
日
目

各地 　　　 　　　　狭山 PA・大谷 PA（休） 　　　 圏央道・東北道 　　 　名物 宇都宮餃子（昼食）
7:30 ～ 8:30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  11:30 ～ 12:30
　　　塔のへつり（展望台より見学・きのこ汁の試食） 　　　大内宿（見学）　 　 　　東山温泉
　　　14:20 ～ 8:30　　　　　　　　　　　　　　　　　  15:20 ～ 16:00　　 　17:00

２
日
目

東山温泉　　　　鶴ヶ城（天守閣を眺めつつ、茶室の見学）　　　　飯盛山の下で剣舞鑑賞
9:00　　　　  　9:20 ～ 10:45　　　　　　　　　　　　　　 　11:00 ～ 11:45
　　　会津武家屋敷 四季のわっぱめし（昼食）　　 　　柏屋（名物 薄皮まんじゅうの買物）
　　　12:00 ～ 13:00　　　　　　　　　　　　　  　13:15 ～ 13:45
　　　猪苗代湖（車窓見学）　　　　磐越道・東北道・圏央道　　　　各地下車
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 18:30 ～ 19:30 頃

～県身連肢体部・社会見学のご案内～～県身連肢体部・社会見学のご案内～
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厚
木
市
　
開か
い
ぬ
ま沼

　
ク
ミ
子こ

　

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
厚
木
市
で

も
、
今
年
は
寒
暖
差
が
あ
り
、
例
年
よ

り
早
く
桜
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
テ
レ

ビ
で
も
各
地
の
桜
情
報
が
ニ
ュ
ー
ス
で

流
れ
ま
し
た
。
厚
木
飯
山
の
桜
ま
つ
り

は
三
月
三
十
一
日
～
四
月
八
日
ま
で
で

す
。
私
達
も
友
達
と
三
人
で
桜
の
お
花

見
に
出
か
け
ま
し
た
。
飯
山
は
桜
ま
つ

り
が
あ
り
奥
に
は
入
れ
な
い
の
で
、
車

の
車
窓
か
ら
眺
め
ま
し
た
。
ま
わ
り
の

桜
も
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
厚
木
飯
山
さ
く
ら
ま
つ
り

で
は
飯
山
白
龍
太
鼓
や
白
龍
の
舞
、
さ

く
ら
神
輿
な
ど
、
飯
山
の
伝
統
芸
能
が

楽
し
め
ま
す
。

　

　

厚
木
市
三さ

ん
せ
ん川

合
流
の
桜
の
花
の
ト
ン

ネ
ル
に
向
か
っ
て
車
で
移
動
し
て
き

ま
し
た
。
車
を
止
め
て
公
園
を
歩
き
ま

し
た
。
満
開
の
桜
の
下
、
普
段
の
日
で

し
た
が
、
春
休
み
と
重
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
桜
の
木
の
下
で
シ
ー
ト
を
敷

き
、
お
弁
当
や
飲
み
物
な
ど
を
飲
み
な

が
ら
家
族
を
連
れ
て
楽
し
ん
で
い
る
人

達
が
沢
山
来
て
い
ま
し
た
。
私
達
も
桜

の
花
に
ふ
れ
な
が
ら
桜
の
花
の
香
り
に

酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
七
日
に
は
相
模
川
の
河
川

敷
を
各
団
体
の
協
力
で
清
掃
し
ま
し

た
。
六
月
一
日
か
ら
鮎
の
解
禁
が
始
ま

り
ま
す
。
八
月
に
は
厚
木
鮎
ま
つ
り
花

火
大
会
・
鮎
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
盛
沢
山
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
厚
木
に

来
て
下
さ
い
ね
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

小
田
原
市
　
甘あ
ま
か
す粕

　

明
あ
き
ら

　

今
か
ら
四
十
八
年
前
、
オ
ー
ト
バ
イ

で
追
突
事
故
を
起
こ
し
障
害
者
と
な
り

ま
し
た
。
あ
る
日
、
知
人
か
ら
の
誘
い

で
肢
体
障
害
者
福
祉
協
会
に
入
会
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
県
身
連
が
運
営
す
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
気
持
ち
も
ポ
ジ
テ
イ
ブ
に
な
り
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
色
々
な
仲
間
と
お
互

い
に
相
談
に
乗
り
コ
ミ
ニ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、︻
第
十
七
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
十
月
二
八
日
～
三
十

日
）︼に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
三
日
間
の

（
厳
し
い
？
）強
化
練
習
を
基
礎
か
ら

コ
ー
チ
の
皆
様
の
指
導
に
よ
り
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
・
立
幅
跳
と
、
記
録
も
当
初

よ
り
徐
々
に
伸
び
自
信
が
出
て
き
ま
し

た
。
開
会
式
は
、
台
風
の
影
響
で
雨
の

中
非
常
に
寒
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
次

の
日
も
台
風
の
影
響
で
午
前
の
競
技
が

幾
つ
か
出
来
ず
、
悔
し
い
思
い
を
し
た

選
手
も
い
ま
し
た
。
私
も
ス
ニ
ー
カ
ー

底
部
が
剝
が
れ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
に

臨
ん
だ
結
果
『
七
位
』
と
振
る
わ
ず
残

念
！
二
日
目
は
新
し
い
赤
色
ス
ニ
ー

カ
ー
を
購
入
し
気
合
を
入
れ
て
、
銀
メ

ダ
ル
を
獲
得
出
来
ま
し
た
。
大
会
で
は

色
々
な
出
来
事
が
在
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
さ
ん
、
各
役
員
さ
ん
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
出
会
い
は
人

と
の
交
流
で
す
。
気
持
ち
が
落
ち
込
ん

だ
り
し
た
時
は
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

体
験
し
て
、
皆
さ
ん
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

出
会
い
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 
厚
木
市
の
魅
力

 

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
出
会
い

立　幅　跳
記録 1ｍ 61cm（2位）
区分「4」2部（片下肢）

楽
し
め
ま
す
。

やったー！
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藤
沢
市
　
坂さ

か

た田
　学

ま
な
ぶ 

　

障
害
の
原
因
と
な
る
病
気
を
発
症
し

た
の
は
今
か
ら
十
五
年
前
、二
十
五
歳
の

頃
で
し
た
。
星
が
見
え
な
い
こ
と
に
気
づ

き
受
診
し
た
と
こ
ろ
、両
目
と
も
失
明
す

る
進
行
性
の
難
病
で
し
た
。
診
断
後
は
シ

ョッ
ク
で
落
ち
込
み
心
も
荒
れ
ま
し
た
。

　

や
が
て
、
見
え
る
内
に
何
か
に一
生
懸

命
取
り
組
も
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、

中
学
の
部
活
で
始
め
、
高
校
で
関
東
大

会
や
全
国
大
会
に
出
場
し
た
卓
球
を
選

び
ま
し
た
。
当
時
の
目
標
は
、
県
予
選

を
抜
け
全
日
本
実
業
団
選
手
権
大
会
本

戦
の
出
場
で
す
。
病
気
の
進
行
で
視
野

が
欠
け
て
い
き
、
健
常
者
選
手
か
ら
勝

利
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
視

野
障
害
の
ハ
ン
デ
を
カ
バ
ー
し
て
プ
レ
ー

す
る
訓
練
に
ニ
年
取
り
組
み
、
七
年
後
、

全
日
本
実
業
団
選
手
権
本
戦
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
病
気
は
進
行
し
、
健
常
者

を
相
手
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
障
害
者
卓
球
に
移
行
し
ま
し
た
。

二
〇
一
七
年
に
は
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
卓
球
部
門
で
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
皆
が
障
害
を
工
夫
し

て
補
い
、
真
剣
に
卓
球
に
打
ち
込
ん
で
い

ま
し
た
。

　

障
害
の
内
容
や
程
度
は
違
え
ど
、『
抱

え
な
が
ら
卓
球
を
し
て
い
る
』
と
い
う
共

通
あ
る
人
た
ち
と
プ
レ
ー
で
き
る
楽
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

障
害
者
卓
球
に
取
り
組
む
中
で
多
く

の
人
と
出
会
い
、
家
族
を
始
め
多
く
の

人
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、『
見

え
な
く
な
っ
た
以
上
に
見
え
る
よ
う
に
な

っ
た
』
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
卓

球
に
支
え
ら
れ
、
前
に
進
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
卓
球

の
楽
し
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち

が
大
人
に
な
り
、い
つ
か
昔
を
振
り
返
り
、

そ
う
い
え
ば
昔
卓
球
を
教
え
て
く
れ
た

お
じ
さ
ん
が
い
た
な
ぁ
と
い
う
思
い
出
の

１
つ
に
な
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で
す
。

　

喜
寿
を
迎
え
て
思
う
こ
と
。

　

こ
の
年
ま
で
大
病
も
せ
ず
健
康
で
過

ご
せ
た
こ
と
に
ま
ず
感
謝
し
た
い
。

　

過
ぎ
し
七
十
七
年
の
間
に
は
い
ろ
い

ろ
な
出
来
事
が
在
り
ま
し
た
。
私
が
生

ま
れ
た
一
九
四
一
年
は
第
ニ
次
世
界
大

戦
勃
発
。日
々
の
空
襲
と
食
糧
難
の
中
、

視
覚
障
害
を
持
つ
乳
飲
み
子
を
守
り
育

て
て
く
れ
た
両
親
に
対
し
て
も
感
謝
し

た
い
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
敗
戦
。
食

糧
難
は
ま
す
ま
す
酷
く
な
り
人
々
は
食

料
を
求
め
農
村
へ
買
い
出
し
に
出
か
け

る
日
々
が
続
い
た
。
そ
し
て
一
九
四
八

年
、
私
は
盲
学
校
へ
入
学
し
た
。
小
学

部
の
頃
は
ま
だ
日
本
は
貧
し
か
っ
た

が
、
私
が
中
学
部
に
な
っ
た
一
九
五
五

年
あ
た
り
か
ら
生
活
も
豊
か
に
な
り
食

料
も
豊
富
に
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
六
五
年
、
あ
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
明
く
る
年
、
私
は
盲
学
校
を
卒
業

し
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
資
格
を
取
り
、

自
宅
開
業
し
現
在
も
現
役
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
編
集
委
員

　
　
新あ
ら
い井

　
修お
さ
み身

　
　
　
　
　（
視
力
部
）

 
私
に
明
日
を
く
れ
た
卓
球

県身連事業予定

編
集
室
か
ら

＜７月＞
05 日（木）
～ 06 日（金）
08 日（日）

12 日（木）
17 日（火）
22 日（日）

23 日（月）

＜８月＞
11 日（土）
～ 12 日（日）
18 日（土）

26 日（日）

26 日（日）
31 日（金）
～ 2 日（日）

＜９月＞
１日（土）

１日（土）

08 日（土）
～ 09 日（日）
14 日（金）

15 日（土）
～ 17 日（月）
22 日（土）

23 日（日）

＜１０月＞
01 日（月）
～ 02 日（火）
13 日（土）
～ 15 日（月）
22 日（月）
～ 23 日（火）
25 日（木）
27 日（土）
27 日（土）
～ 28 日（日）

※問い合わせ　電話：045－311－8736
　　　　　　　　　　　045－311－8744

　　　　　　　　　　　　　 [推進センター]
　　　　　　　　 FAX：045－316－6860

　　     http://kanagawa-kenshinren.or.jp

日身連関東ブロック団体長会　 （茨城県）

県障害者スポーツ大会［水泳］
（さがみはらグリーンプール）

身体障害者高尾山登山　　　　 （高尾山）
身障かながわ編集委員会（県社会福祉会館）
全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会

（横須賀市不入斗公園ほか）
津久井やまゆり園事件追悼式

（相模女子大学グリーンホール）

スポーツサポーター養成講習会
 （川崎市幸スポーツセンター）

全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会
　　　　　　（麻溝公園陸上競技場ほか）

全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会
※屋内競技対象 　（厚木市荻野運動公園）
視力部第１回団体長会議　　　 （三浦市）
全国盲女性研修大会 　　　　　（島根県）

全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会
（麻溝公園陸上競技場ほか）

全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会
※屋外競技対象 　（麻溝公園陸上競技場）
スポーツサポーター養成講習会

（海老名運動公園総合体育館）
精神障害者スポーツ大会［卓球］

（寒川総合体育館）
全国盲青年研修大会　　　　 　（奈良県）

全国スポーツ大会相模原市選手団強化練習会
（麻溝公園陸上競技場ほか）

全国スポーツ大会神奈川県選手団強化練習会
（横須賀市不入斗公園ほか）

肢体部社会見学　　　　　 （福島県方面）

第 18 回全国障害者スポーツ大会（福井県）

肢体部研修会　　　　　　 （伊豆潮風館）

社会参加推進協議会    （県社会福祉会館）
肢体部歩こう会　 （よこはまズーラシア）
スポーツサポーター養成講習会

（神奈川県立スポーツ会館）

この会報は、赤い羽根共

同募金の配分を受けて発

行しています。


